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研究要旨 
 山口県内に慢性疼痛治療の拠点となる山口大学ペインセンターを設立し、集学的治療を実践
した。さらには県内の医療連携システムを構築し、ペインセンターを中心とする地域の医療シ
ステムを構築した。また全国に先駆けて、多職種にわたる慢性痛医療スタッフを育成するため
の痛み教育センターを設立し、医学教育を開始し、その普及を図った。さらに患者評価の重要
なツールの１つとなる、カンファレンスシートについて、山口大学病院で使用している電子カ
ルテ内に直接導入し、日常診療における患者評価ツールとして常時使用するシステムを完成さ
せた。中国ブロックにおける診療連携システムの構築のため、岡山大学運動器疼痛性疾患治療
研究センターと連携し、中国地方での各種研修会や市民公開講座を開催した。

 
Ａ．研究目的 
山口県内に慢性疼痛治療の拠点となるペイ

ンセンターの設立を行い、地域の中心的な拠
点センターとしての機能を確立させること。
また実際に集学的治療を実践するなかでのシ
ステム上の問題点を指摘し、これを研究班に
て検討すること。また全国痛みセンターで今
後使用するカンファレンスシートの初期導入
を行い、実際の運用を行うことで、その問題
点や改良点を見出すこと。さらには、中国ブ
ロックにおける診療連携システムの構築を行
うことである。 
 
Ｂ．研究方法 
平成26年から設立した山口大学ペインセ

ンターのセンター化と標榜を行い、さらには
地域の痛み医療に関する啓蒙・教育活動を進
め、山口県内の慢性疼痛医療システム・病院
連携システムを進める。またペインセンター
でのカンファレンスにおいて、カンファレン
スシートの導入を行い、患者評価を進める中
でその利点と問題点を検討する。また、中国
ブロックにおける診療連携システムを構築す
るため、医療従事者を中心に慢性痛に関する
講習会を開催し、診療連携をすすめる。 
（倫理面への配慮） 
カンファレンスシートなどのペインセンタ 

 
ーでのデータに際しては、山口大学IRBへの
倫理審査提出を予定しているが、現時点では
具体的な患者データの利用や公表などはない
ため、倫理面での問題はない。 
 
Ｃ．研究結果 
山口大学ペインセンターでは、整形外科、

ペインクリニック科、精神神経科・リエゾン
科、理学療法士、作業療法士による集学的治
療を実践している。山口大学病院内に3床の
ベッドを持ち、地域や各科単独では治療困難
となった慢性痛患者の診療にあたっている。
隔週でのカンファレンスを行い、独立したユ
ニットとして患者治療にあたっている。 
カンファレンスシートについては、愛知医科
大学学際的痛みセンターで使用してるものを
基本として、使用しやすい形に改訂した上で、
山口大学病院内の電子カルテ内に実際に導入
した。カンファレンスシートは日常業務内で
の患者データの管理、カンファレンスでの記
録、また多職種医療者の意見などのデータを
総合的に記録してカルテ内に直接残すことが
可能となった。後利用データとしてファイル
を容易に取り出すことも可能なため、その利
便性は高い。現在は、山口大学ペインセンタ
ーでの入院患者は全例このシステムを用いて
患者評価を行い、カンファレンスなどでの情
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報をもとに、各医療関係者がこのシートに多
面的評価を記載していくことで、患者情報や
治療方針などが一元的に管理できるようにな
った。またすべての医療関係者がこのカンフ
ァレンスシートにアクセスできるため、治療
方針の統一が図られるようになった。 
山口大学ペインセンターにて集学的なユニッ
トが治療介入を行い、カンファレンスを行い、
実際の治療を行った患者は、昨年度に引き続
き、H30年度は約40人であり、その数は増加
傾向にある。また、中国地方での医療関係者
向けに、「慢性疼痛診療研修会」を3回開催し
た。あわせて約120名の医療関係者に集中的
な痛み診療の啓蒙活動を行った。山口県内で
は当ペインセンターは広く知られる存在とな
り、難治性疼痛治療に苦慮した際の紹介先と
して連携システムが機能している。山口大学
ペインセンターを中心とする慢性痛患者の地
域医療システムが確立した。 
 また集学的治療を行う上で、多職種の医療
スタッフに対する医学教育は我が国における
最重要課題である。抜本的な問題解決のため、
現在、山口大学に慢性痛医学教育センターを
設置し、実際のカルキュラムを作成した上で、
慢性痛に関する医学教育の普及と標準化を行
い、全国レベルで展開している。現在約700
名の受講者に痛み教育活動を進めている。 
 
Ｄ．考察 
山口大学ペインセンターでの慢性痛患者に

対する集学的治療のシステムは確立しており、
また山口県内においては、山口大学ペインセ
ンターを中心とする地域医療連携が構築され
た。さらには、中国ブロック全体においても、
痛みセンターを中心とする診療連携システム
が確立しつつある。日常診療上は、患者・医
療スタッフにとって、ともに診療を円滑化し、
これまで対応困難であった慢性痛患者を実際
に治療可能とし、約半数程度で治療の有効性
を見いだすまでの治療成績を獲得できるよう
になった。大きな問題点は、診療報酬やコス
トを含めた本邦におけるシステム自体である
が、今後の改善に期待したい。 
カンファレンスシートも、日常診療のツール

として、またデータの記録の観点から、電子
カルテ内での管理と評価のツールとして日常
診療に導入して運用をおこなった。今後はデ
ータの公表などを含めて、このシステムを全
国に展開していく必要がある。 
 
Ｅ．結論 
山口大学ペインセンターを中心とする山口

県内の慢性疼痛医療の地域連携システムの構
築に関する現状を報告した。患者評価の重要
なツールの１つである、カンファレンスシー
トの導入と実際の運用について報告した。ま
た、医療従事者や一般市民に対する痛み診療
に関する教育や啓蒙活動を行った。 
 
Ｆ．健康危険情報 
総括研究報告書にまとめて記載。 
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